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プロムナード・コンサート 
慈善事業促進協会への 
資金支援のため 
特別出演 

日本帝国海軍軍楽隊 
賛助出演 

東京合唱協会 
会場 

上野精養軒 
開演 

6 月 12 日（土）4時 
［雨天時は 6月 19 日に順延］ 

̶̶ 
プログラム 

1. R. ワーグナー／オペラ《タンホイザー》の行進曲 
2. C. ラタン／祝典序曲 
3. カール／オペラの旋律によるカドリール 
4. メンツェル／演奏会ポルカ 

̶̶ 
東京合唱協会 

5. 〔L.〕シュポーア／歌 
 〔F.〕ジルヒャー／5月に 
 〔F.〕メンデルスゾーン／陽気な旅人 

̶̶ 
6. F. リコフ〔ツィコフの誤り〕／狩り幻想曲 
7. 〔J. 〕シュトラウス〔2世〕／美しき青きドナウ 
8. 〔F. 〕シュピントラー／軽騎兵の進撃 

̶̶ 
東京合唱協会 

9. 〔C.F. 〕ツェルナー／ライン・ワインの歌 
̶̶ 

10. 〔J. 〕シュトラウス〔1世〕／ラデツキー行進曲 
指揮：F. エッケルト 
̶̶ 

入場料         1 円 
̶̶ 

チケットは横浜のレーン・クロフォード商会、新橋停車
場、上野精養軒、築地精養軒にて入手可能。 
 横浜、1880 年 6 月 3 日。 
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 先週土曜の午後、流行に敏感な多く
の聴衆が上野につめかけた。生憎の曇
り空だったが、幸運にも張り出した雲
から雨粒が落ちてくることはなく、横
浜から駆けつけた人も来たことを後悔
せずに済んだ。この日は海軍軍楽隊に
よる器楽曲と、その合間にはさまれた
東京合唱協会による無伴奏合唱曲
part-songs のコンサートが開かれた。
指揮はすべてエッケルト氏であった。 
 軍楽隊の演奏は非の打ち所のないも
のだった。メンツェルの「演奏会ポル
カ」には前楽長フェントン氏と現楽長
エッケルト氏の優れた指導の成果があ
らわれていた（前任者の尽力が現任者
において実ったと言えよう）。曲中の 2
人の軍楽隊員によるソロはとても良く、
彼らがヨーロッパやアメリカの最上の
奏者に匹敵することを証明するものだ
った。プログラム中でこの曲の演奏が
最高の出来だったことは疑いない。 
 ツィコフの「幻想曲」はテンポが少
し遅すぎたし、作曲者の意図通りであ
れば別働隊が演奏すべきエコーを、バ

ンドの中の奏者が演奏したために、魅力が損なわれてしまった。シュピントラー
の「軽騎兵の進撃」も情熱と気迫を欠いたものであった。何にもまして悪かった
のは例の「青きドナウ」のワルツで、この演奏会の他の演奏が優れていたことに
比べて、はるかにだらしない演奏だった。 
 ドイツ人のアマチュア・サークルである東京合唱協会は、シュペール〔シュポ
ーアの誤り〕、メンデルスゾーンなどによる、素敵な無伴奏合唱曲を披露した。
会場の音響が悪く、彼らは大変に不利であった。声楽にとって野外は必ずしも好
都合ではない。ブドウのツタが絡まっているような格子細工の、わずかばかりの
反響板しかないときは、特にそうである。もっと好条件の催しで彼らの歌を聴い
てみたいものだ。後で彼らはヴェランダに移動したが、そこもコンサート・ホー
ルには及ばなかった。 
 「退屈な日常」に楽しい息抜きを提供してくれた関係諸氏に深く感謝する。な
お東京の慈善団体は、今回のコンサートで 700 円もの収益をあげたのこと、何よ
りうれしく思う。委員の皆さん、横浜でもやってみませんか?  


